
 

 

リ
ハ
ビ
リ
に
興
味
は
あ
る
け
ど
自
分
に
は
で
き
る
の
か
不
安･･･

と

い
う
方
の
た
め
に
随
時
本
館
リ
ハ
ビ
リ(

本
館
二
階
作
業
療
法
室)

の

見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
も
ち
れ
ん
“
お
試
し
参
加
”
も
可
能
で

す
。
お
気
軽
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。
も
し
、
続
け
た
い
場
合
は
医

師
の
処
方
が
必
要
で
す
の
で
担
当
医
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。(

リ
ハ
ビ
リ
課
一
同) 

月月刊刊本本館館リリハハビビリリテテーーシショョンン新新聞聞編編集集：：本本館館作作業業療療法法課課  協協力力：：行行事事運運営営のの患患者者様様方方  

ここのの新新聞聞はは本本館館各各病病棟棟、、本本館館作作業業療療法法室室、、職職員員食食堂堂、、本本館館 33 階階受受付付、、運運営営ススタタッッフフ、、今今月月ののここのの人人にに合合計計 1100 枚枚配配布布ししてていいまますす。。 

編
集
後
記
…
「
正
月
も
二
、

三
日
過
ぎ
れ
ば
ふ
つ
う
の

日･
･
･

。
」
時
間
が
早
く
過

ぎ
、
次
か
ら
次
へ
と
行
事
が

あ
り
、
神
道
仏
教
キ
リ
ス
ト

教
と･

･
･

何
で
も
あ
り
で
、

重
み
が
な
く
な
っ
て
い
る
気

も
す
る
今
日
こ
の
頃･･･

。 

小小小松松松菜菜菜、、、収収収穫穫穫最最最盛盛盛期期期！！！！！！   
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リリリハハハビビビリリリ新新新聞聞聞   

小松菜の

収穫。なご

みの里の

畑にて。 

ととと
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ききき
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わわわ
るるる
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聞聞聞
名名名
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今今今
月月月
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………   
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温温温
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2012 年 2月現在図書室 

本の冊数は 33226655 冊冊  

  来来場場者者はは 889988 名名です。  

皆様の寄贈により図書室は運

営されています。感謝します。

図書の寄贈はリハビリ(本 7) 

大内までお願い致します。 

 

たくさん採れてこまっつな～
．．．．．．
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ーーー
シシシ
ョョョ
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見見見
学学学
随随随
時時時
大大大
歓歓歓
迎迎迎
！！！   

出来上がったすい

とん。のどにつま

らないように均等

に小さく。 

一 緒 に

入れるす

いとんを

作る。 

小松菜とすいとん

をゆで、醤油とだ

し、最後にポン酢

をお好みで少々。 

「
た
く
さ
ん
採
れ
て
こ
ま
っ
て
し
ま

う
」
。
嬉
し
い
悲
鳴
が
リ
ハ
ビ
リ
室
に

飛
び
交
う
。
小
松
菜
は
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
質
の
良
い
物
が
で
き
る
と
い

う
。
雑
草
の
成
長
を
横
目
に
す
く
す

く
と
の
び
る
の
が
特
徴
だ
。
で
も
、

葉
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
固
く

な
り
甘
み
も
少
な
く
な
る
と
い
う
。

だ
か
ら
、
早
い
成
長
が
災
い
し
て
収

穫
が
追
い
つ
か
な
い
の
だ
。
お
か
げ

で
毎
年
一
月
頃
に
な
る
と
、
リ
ハ
ビ

リ
の
園
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
毎
週
小

松
菜
料
理
が
続
く
こ
と
に
な
る
の

だ
。
お
ひ
た
し
に
味
噌
汁
、
炒
め
物

な
ど
多
種
多
様･･･
。
調
味
料
を
変

え
れ
ば
違
う
料
理
に
早
変
わ
り
す

る
。
天
候
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、
毎

年
百
円
で
買
う
種
で
、
四
十
五
リ
ッ

ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
五
～
六
袋
は

収
穫
で
き
る
。
大
地
の
恵
み
に
た
だ

た
だ
敬
服
す
る
と
共
に
、
感
謝
、
感

謝
、
感
謝
で
あ
る
。
今
後
も
、
畑
仕

事
に
精
を
出
す
患
者
様
方
か
ら
目

が
離
せ
な
い
。 

収穫したばかりの

小松菜の土を払

い、選別したあと

水洗いする。 

↑趣味活動の風景と↓木工活動の様

子。皆様の希望にできるだけ沿うよう

多くのプログラムを運営しています。 


